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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一体化されたユニットとして、
　コンピュータと、
　ＲＦＩＤタグとＲＦＩＤリーダとの間で命令を伝送するアンテナと、
　ほぼ同時に多数のＲＦＩＤタグから情報を読み込むＲＦＩＤリーダと、
　ディスプレイと、
　保存のために情報をＲＦＩＤタグに送信するＲＦＩＤライタと、
　前記ディスプレイから分離したユーザインタフェースと、
　トリガを含むハンドルと、を含む手持ち型ＲＦＩＤ装置であって、
　前記ディスプレイは、前記多数のＲＦＩＤタグに関連するリアルタイム情報を提供し、
前記リアルタイム情報は、前記手持ちＲＦＩＤ装置から分離したコンピュータ又はデータ
ベースに返すことなく前記ディスプレイ上に提供され、前記手持ち型ＲＦＩＤ装置は、前
記手持ち型ＲＦＩＤ装置からのデータを分離したデータベースに転送するための無線デー
タ転送システムを更に備え、
　前記手持ち型ＲＦＩＤ装置は、所定の場所にあるはずだが見つからない品目のリストに
対応する紛失品目の識別子を分離したデータベースからダウンロードして前記コンピュー
タの予約されたメモリ位置に保存し、前記ＲＦＩＤリーダが読み込んだ情報を前記品目の
リストと比較することによって、紛失品目に遭遇したときにフィードバックを得る手持ち
型ＲＦＩＤ装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は無線周波数識別（ＲＦＩＤ：Radio Frequency Identification）システムの用
途に関し、特に図書館におけるその種のシステムの利用に関する。
【背景技術】
【０００２】
（公知文献の引用）
　本特許出願は、米国特許出願第０９／１３４，６８６号（１９９８年８月１４日に同一
名称で出願）および米国特許出願第０９／３４４，７５８号（１９９９年６月２５日、同
一名称で出願）より優先権を主張する。両出願の譲受人は本発明と同一であり、両出願の
内容は本発明に引用されている。
【０００３】
（発明の背景技術）
　電子物品監視（「ＥＡＳ」）システムは、関心のある物品の表面や内部に置かれたり、
あるいは人が持ち運ぶ小型の電子装置の存在を検知し、小売店や図書館で窃盗その他の不
正な物品持ち出しを検知するためによく利用されている。これらの装置は一般にタグまた
はマーカとして知られ、従来は品目の存在に関する情報だけを含んでいた。この情報は、
断続的または連続的にタグを電子的に調べることにより得られる。その調べ方に基づいて
、磁気方式、磁気機械方式、無線周波数（ＲＦ）方式、およびマイクロ波方式の少なくと
も４種類の異なるＥＡＳシステムが数年来発展してきた。これら４種類のうち、磁気方式
システムが大多数のアプーションにおいて最も高いセキュリティレベルを与える。磁気タ
グは物品表面または内部に容易に隠すことができ、（遮蔽、折り曲げ、および圧力の影響
を受けにくいため）発見されにくく、また停止や再起動が容易であるため、高レベルのセ
キュリティを提供し、またタグを付けられた物品の状態に関する何らかの情報を与える。
【０００４】
　ＥＡＳシステムのユーザの多くは、単にタグを付けられた物品が存在しているか否かを
知るだけでは満足しない。ユーザはまた、例えばタグを付けられた物品のどれが存在して
いるかをも知りたがる。製造日、在庫状態、所有者等、物品の特徴に関する詳細情報は、
一般に光学式バーコードを介して、自動化された取り扱いおよび制御システムに伝送され
てきた。光学式バーコードシステムは安価かつ効果的であるものの、一定の制約がある。
バーコードは目に見えなくてはならず、そのためそれらが置かれる場所が限られ、偶然に
せよ故意にせよバーコードは簡単に見えにくくされてしまう。検知装置がバーコードを検
知できる範囲もまた比較的小さい。またバーコードを検知するためにはその配置が適切で
なければならない。さらに、バーコードは検知されるべく露出していることが多いため、
損傷を受けて検知が失敗しやすい。最後に、多数の品目を一度に１個づつ処理しなければ
ならない。バーコードシステムのこれらの制約により、図書館媒体のマーキング等、ある
種の用途には望ましくないか、あるいは非効率的である。
【０００５】
　さらに最近では、光学式バーコードの制約に対処すべく（無線周波数識別あるいはＲＦ
ＩＤとしても知られる）電子識別技術が開発されてきた。ＲＦＩＤシステムは物品の識別
と追跡を行なうには成功しているが、大部分のＲＦＩＤシステムはタグが容易に非活性化
される（～１ＭＨｚ以上の）周波数範囲で稼働するため、物品のセキュリティを保証する
には不十分である。無線周波数タグに付随するセキュリティ欠陥が生じるのは、例えば手
やアルミホイルでタグを覆ったり、あるいはタグを本に挟むことで“遮蔽”することがで
きるためである。検知範囲が広く遮蔽がより難しい電池駆動の無線周波数タグでさえ、遮
蔽される恐れがある。このように、ＲＦＩＤタグによりタグを付けられた物品は、不注意
または故意により検知されない可能性がある。これはセキュリティ装置としてその有効性
を大きく損なうものである。ＲＦＩＤマーカはまた、「スマートカード」と関係がある。
接触型および無接触型スマートカードは商用用途に登場した。スマートカードは、タグを
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付けられた物品よりむしろ特定の人物に関連付けられる傾向がある。スマートカード（ま
たはそれを携帯する人物の）のセキュリティと追跡に関する問題はＲＦＩＤマーカについ
て上で述べたものと類似している。
【０００６】
　ＲＦＩＤマーカに付随するセキュリティ問題は、無線周波数およびマイクロ波ベースの
ＥＡＳタグの分野に精通する者によく知られている問題に類似している。無線周波数およ
びマイクロ波ベースのＥＡＳタグの短所を克服する試みに相当の努力がなされてきた。し
かし、セキュリティタグとしての性能が十分に向上したものは未だにない。「非活性化コ
イルを備えた二重周波数ＥＡＳタグ」と題された米国特許第５，５１７，１９５号（Ｎａ
ｒｌｏｗ他）に、ダイオードと非活性化回路を有するアンテナ回路を含む二重周波数マイ
クロ波ＥＡＳタグについて記述している。非活性化回路は、アンテナ回路のダイオードで
電圧を誘導することにより低エネルギーの交流磁界に応答してダイオードとアンテナの機
能を止めて、タグを無効にする。Ｎａｒｌｏｗ他により開示されたコンデンサ・ベースの
タグはある種の用途には有用であるが、長期間を経て漏電が生じる恐れがあり、それによ
りタグが不意に作動する可能性がある。
【０００７】
　米国特許第４，７４５，４０１号（Ｍｏｎｔｅａｎ他）で開示された種類の無線周波数
ＥＡＳタグは磁気方式の素子を含む。磁気方式の素子は、付属装置によりタグが適切に磁
化された際にタグのチューニングを変更し、それによりタグの無線周波数応答をブロック
する。これらのタグはある程度の有用性を有するが、依然としてセキュリティおよび識別
能力を向上させるものではない。
【０００８】
　無線周波数識別技術は、多くの企業により開発されてきた。例えばＭｏｔｏｒｏｌａ／
Ｉｎｄａｌａ社（米国特許第５，３７８，８８０および５，５６５，８４６を参照）、Ｔ
ｅｘａｓ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ社（米国特許第５，３４７，２８０および５，５４１
，６０４を参照）Ｍｉｋｒｏｎ／Ｐｈｉｌｉｐｓ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒｓ社、Ｓ
ｉｎｇｌｅ　Ｃｈｉｐ　Ｓｙｓｔｅｍｓ社（米国特許第４，４４２，５０７号、第４，７
９６，０７４号、第５，０９５，３６２号、第５，２９６，７２２号および第５，４０７
，８５１を参照）、ＣＳＩＲ社（欧州文書番号第０４９４１１４Ａ２号、第０５８５１３
２Ａ１号、第０５９８６２４Ａ１号および０６１５２８５Ａ２号を参照）ＩＢＭ社、（米
国特許第５，５５０，５４７号、第５，５２１，６０１号、第５，５２８，２２２号およ
び第５，６８２，１４３号を参照）、およびＳｅｎｓｏｒｍａｔｉｃ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎ
ｉｎｃｓ社（米国特許第５，６２５，３４１を参照）等である。これらのタグはすべて電
池を必要とせずに遠隔識別を行なわせるものである。これらは１２５ｋＨｚから２．４５
ＧＨｚの範囲の周波数で動作する。低周波数タグ（～１２５ｋＨｚ）は遮蔽に対して適度
に耐性があるが、帯域幅制約のために無線周波数機能が限られてしまう。特に、これらの
マーカに基づいたシステムは一般に、一度に１個のタグが監視領域にあるときにしか確実
に動作しない。また、比較的大型であって製造コストがかかる傾向がある。より高い周波
数（通常１３．５６ＭＨｚ、９１５ＭＨｚ、および２．４５ＧＨｚ）において、利用可能
な帯域幅を追加したことにより、短時間で監視地帯内の多数のタグを確実に処理できるシ
ステムの開発が可能になった。これは多品種用途にとり極めて望ましい。その上、ある種
のタグ設計は比較的安価に製造でき、そのために顧客にとってより魅力的である。しかし
、これらの高周波装置は程度の差こそあれ、先に論じた遮蔽を受けやすい点が共通してい
る。従って、図書館等の特定の用途で要求される高レベルのセキュリティを提供すること
ができない。
【０００９】
　上述の議論より、タグを付けられた品目の識別が重要であるさまざまな環境におけるＲ
ＦＩＤタグ向けの用途が多数存在することは明らかであろう。例えば、Ｃｈｅｃｋ　Ｐｏ
ｉｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍｓ社が譲受人であるＰＣＴ公開番号ＷＯ９９／０５６６０号（１９
９９年２月４日公開）は、ＲＦＩＤタグが付けられた物品を用いた在庫システムを記述し
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ている。そこで記述された好適な実施の形態は図書館の物品へのＲＦＩＤタグの利用を考
察し、次いで物品の属性を決定すべくＲＦＩＤタグを調べることにより、物品を自動的に
貸し出すことができる。しかし第６６０号公開特許には、多くの重要な、または望ましい
図書館やその他の物品管理機能は未だに記述も示唆もされていない。
【発明の概要】
【００１０】
　本発明は、携帯ＲＦＩＤ装置を含むＲＦＩＤ装置、およびこのような装置の用途に関す
る。これらの装置と用途はＲＦＩＤタグ、オプション的には磁気的セキュリティ素子、が
付けられた品目と合わせて利用できる。これらの装置と用途について、特に本献、定期刊
行物、また磁気的および光学的媒体等の図書館の資料を参照しつつ記述する。本発明向け
の他の用途もまた想定している。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　本発明を、添付図面を参照しながら詳細に記述する、複数の図にわたる同一番号は同種
の構造を表わす。
【図１Ａ】無線周波数識別タグの模式図である。
【図１Ｂ】無線周波数識別タグの模式図である。
【図２】無線周波数識別タグの第２の実施の形態の模式図である。
【図３】複合タグの模式的な平面図である。
【図４】ＲＦＩＤタグと相互作用するＲＦＩＤ呼掛けシステムのブロック図である。
【図５】本発明による、複合タグの説明図である。
【図６】本発明による、複合タグの説明図である。
【図７】本発明による、複合タグの説明図である。
【図８】本発明による、複合タグの説明図である。
【図９】本発明の各種の実施の形態の説明図である。
【図１０】本発明の各種の実施の形態の説明図である。
【図１１】本発明の各種の実施の形態の説明図である。
【図１２】本発明の各種の実施の形態の説明図である。
【図１３】本発明の各種の実施の形態の説明図である。
【図１４】本発明の各種の実施の形態の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　ここに述べた本発明の実施の形態は、ＲＦＩＤタグ、好適にはＲＦＩＤ／磁方式を組み
合わせたセキュリティタグを利用する。この種のタグは、本発明の譲受人が出願し、本出
願が優先権を主張する米国出願に引用されている、「セキュリティが向上した識別タグ」
と題された米国出願番号第０９／０９３，１２０号（１９９８年６月８日出願）に開示さ
れている。本発明の実施の形態と合わせて利用される、磁気方式、ＲＦＩＤ、および複合
タグの詳細な記述を以下のセクション１で述べ、次いで本発明の実施の形態をセクション
ＩＩで詳しく開示する。
【００１３】
Ｉ．本発明の実施の形態において用いるタグと素子
　以下にセクションＩＩで述べる本発明の実施の形態において用いるタグは、単一の装置
で物品識別とセキュリティ効果の両方を実現することができる。好適には磁気的な呼掛け
信号に応答する素子、および無線周波数呼掛け信号に応答する素子を含む。一実施の形態
において、磁気応答素子はまた、無線周波数応答素子に対するアンテナを与える。本発明
の文脈で「応答」という用語は、適切な呼掛け磁界に置かれた際に、解釈可能な情報を素
子が提供することを意味する。最初に個々の素子を、続いて複合タグについて述べる。以
下で明らかになるように、セクションＩＩで述べる本発明の実施の形態はＲＦＩＤ素子の
みを含んでいても、あるいはＲＦＩＤ素子と磁気セキュリティ素子の組み合わせを含んで
いてもよい。
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【００１４】
Ａ．磁気応答素子
　磁気応答素子は好適には、ミネソタ州セントポールのＭｉｎｎｅｓｏｔａ　Ｍｉｎｉｎ
ｇ　ａｎｄ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｉｎｇ（３Ｍ）社から「ＴＡＴＴＬＥ－ＴＡＰＥ（登
録商標）」ブランドの商品名で販売されているストリップに用いられている材料等の低保
磁力、高透磁性強磁性材料で作られている。これらのストリップ、またはマーカアセンブ
リは３Ｍ社が譲受人であるいくつかの特許に述べられている。例えば米国特許第５，３３
１，３１３（Ｋｏｎｉｎｇ）や３，７４７，０８６（Ｐｅｔｅｒｓｏｎ）等であり、これ
らの内容は本明細書に引用されている。低保磁力、高透磁性強磁性材料の例として、パー
マロイ（ニッケル／鉄合金）、およびニューヨーク州モリスタウンのＡｌｌｉｅｄ　Ｓｉ
ｇｎａｌ社からＭｅｔｇｌａｓ２７０５ＭおよびＭｅｔｇｌａｓ２７１４Ａの商品名で販
売されている高性能のアモルフォス金属等がある。
　磁気応答素子は、素子が関連付けられた物品の特性に依存して、一状態あるいは二状態
のいずれであってもよい。例えば、図書館において特定の参考文献は図書館から持ち出し
が禁止されていて、従ってこのような本が呼掛け領域の中を通過したか否かを一状態の（
非活性化不可）マーカが常時表示している。普通の図書館の資料や商品等、他の物品は二
状態マーカアセンブリを必要とする場合がある。その場合、物品が適切に処理されたなら
ば呼掛け源により検知されないようにするためにマーカは適宜非活性化されてよい。以下
に述べるように、またＰｅｔｅｒｓｏｎ特許からの上述の引用のように、二状態機能は一
般に、低保磁力磁気材料に近接して高保磁力磁気材料の部分を加えることにより提供され
る。
【００１５】
　特定の磁気応答素子は、低周波数の交番磁界（例えば５０Ｈｚ～１００ｋＨｚ）を通過
した際に磁界の向きを急速に切り替え、検知装置の受信コイルにより検知される所定の特
性応答を生成する能力を有する。マーカアセンブリの機能は、高保磁力素子または「キー
パー素子」の磁化状態により制御される。これらのキーパー素子が磁化されると、呼掛け
領域の交流磁界内で磁気的に向きを変えるマーカの能力が変化させられ、マーカは通常検
知されない。キーパー素子が非磁化されると、マーカは再び切替機能を実施できるように
なり、呼掛け源がマーカの存在を検知できるようになる。当分野で公知なように、異なる
方法でキーパー素子を提供することができる。
【００１６】
　マーカアセンブリはまた、その片側または両側に接着剤を含んでマーカを本やその他の
物品に接着させることができる。粘着性のレイヤ（群）を除去可能なライナーで覆うこと
により、意図した面にマーカを貼り付ける前に誤った面に貼り付けるのを防ぐことができ
る。マーカアセンプリのこれらおよび他の特徴は米国特許第３，７９０，９４５（Ｆｅａ
ｒｏｎ）、５，０８３，１１２（Ｐｉｏｔｒｏｗｓｋｉ）および５，３３１，３１３（Ｋ
ｏｎｉｎｇ）に述べられており、上述のとおりすべて引用されている。
【００１７】
　この種の低周波数磁気素子は検知されないよう遮蔽することが難しいため、セキュリテ
ィが重要な場合、さまざまな品目に効果的に利用できる。その上、他のＥＡＳ技術を使用
するマーカに比べて非活性化と再起動がより便利に、完全に、かつ繰り返し行なえるため
、この特徴が大いに期待されている（図書館等の）特定の用途での利用により適している
。
【００１８】
Ｂ．無線周波数応答素子
　ＲＦＩＤタグは能動的であっても、あるいは受動的であってもよい。能動的タグはタグ
構成に、電池等の二次エネルギー源を組み込んでいる。このエネルギー源により能動的Ｒ
ＦＩＤタグが呼掛け無線周波数場が弱い領域においても強い応答信号を生成して伝送でき
るため、能動的ＲＦＩＤタグはより広い範囲で検知できる。しかし、電池の寿命が比較的
短いため、タグの有効使用期間には制約がある。さらに、電池によりタグの大きさとコス
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トが増える。受動的タグは、タグの給電に必要なエネルギーを呼掛け無線周波数から得て
、アンテナが呼掛け磁界に示すインピーダンスを変調することによりそのエネルギーを用
いて応答コードを伝送し、それによりリーダアンテナに返される反射信号を変調する。こ
のように、その範囲は限定される。受動的タグは多くの用途にとって好適であるため、こ
の種のタグに限定して議論を続けることにする。しかし、当業者にはこれら２種類のタグ
は多くの特徴を共有し、両方とも本発明と合わせて利用できることが理解されよう。
【００１９】
　図１に示すように、受動的無線周波数応答素子１０は通常、集積回路１２とアンテナ１
４の２個のコンポーネントを含む。集積回路は主要な識別機能を提供する。永久にタグ識
別やその他の所望の情報を保存し、呼掛けハードウェアから受け取ったコマンドを解釈お
よび処理して、呼掛け装置からの情報要求に応答し、多数のタグが同時に呼掛けに応答す
ることに起因するコンフリクトをハードウェアが解決するのを支援するソフトウェアと回
路を含む。集積回路はオプションとして、単に情報を読み出すだけ（読み出し専用）では
なくメモリ（読み出し／書き込み）に保存されている情報の更新も行なえる。ＲＦＩＤマ
ーカでの利用に適した集積回路として、Ｔｅｘａｓ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ社（ＴＩＲ
ＩＳまたはＴａｇ－ｉｔ製品群）、Ｐｈｉｌｉｐｓ社（Ｉ－Ｃｏｄｅ、Ｍｉｆａｒｅおよ
びＨｉｔａｇ製品群）、モトローラ／Ｉｎｄａｌａ社、およびＳｉｎｇｌｅ　Ｃｈｉｐ　
Ｓｙｓｔｅｍｓ社から販売されているものがある。
【００２０】
　アンテナの形状と特性は、タグのＲＦＩＤ部の所望の動作周波数に依存する。例えば、
２．４５ＧＨｚ（または類似の）ＲＦＩＤタグは通常、図１Ａに示す線形ダイポールアン
テナ１４、あるいは図１Ｂに示すように無線周波数応答素子１０ａに取り付けられた折り
畳みダイポールアンテナ１４ａ等のダイポールアンテナを含む。１３．５６ＭＨｚ（また
は類似の）ＲＦＩＤタグは、図２に示すように無線周波数応答素子に取り付けられたスパ
イラルまたはコイルアンテナ１４ｂを用いる。いずれの場合も、アンテナ１４は呼掛け源
から放射された無線周波数エネルギーを傍受する。この信号エネルギーはタグに電力およ
び命令の両方を提供する。アンテナによりＲＦ（無線周波数）応答素子はＩＣチップに電
力を供給し、それにより検知させたい応答を返すのに十分なエネルギーを吸収することが
できる。このように、アンテナの特徴はそれが含まれるシステムに適合しなくてはならな
い。高い周波数（ＭＨｚ～ＧＨｚ）範囲で動作するタグの場合、最も重要な特徴はアンテ
ナの長さである。通常、ダイポールアンテナの有効な長さは、それが呼掛け信号の半波長
あるいは半波長の倍数に近い値に選ばれる。サイズの制約のため半波長アンテナが非実用
的である低位乃至中位の周波数範囲（例えば１３．５６ＭＨｚ）で動作するタグの場合、
重要な特徴はアンテナインダクタンスおよびアンテナコイルの巻き数である。両方のタイ
プのアンテナについて、高導電性が必要とされる。通常、銅あるいはアルミニウム等の金
属が用いられるが、パーマロイ等の磁性金属を含む他の導体も利用可能であり、実際に本
発明の目的に好適である。また、エネルギー伝送を最大にするために、選択されたＩＣチ
ップの入力インピーダンスがアンテナのインピーダンスと合致することも重要である。ア
ンテナに関するその他の情報は、例えば、Ｊ．Ｄ．Ｋｒａｕｓ「アンテナ」（１９８８年
、第２版。ＭｃＧｒａｗ－Ｈｉｌｌ社、ニューヨーク）等の参考文献により当業者に公知
である。
【００２１】
　図２に示すように、多くの場合マーカの性能を向上させるためにコンデンサ１６が含ま
れる。コンデンサ１６が存在する場合、タグの動作周波数を特定の値に調整する。これは
、最大動作範囲を達成して、かつ規制条件の遵守を保証するために望ましい。コンデンサ
は別個のコンポーネントであっても、あるいは後述のようにアンテナ内部に一体化されて
いてもよい。ある種のタグ設計、特に２．４５ＧＨｚ等の非常に高い周波数で動作すべく
設計されたタグは調整コンデンサを必要としない。コンデンサは、アンテナからのインダ
クタンスに接続されたとき、次式で与えられる複合構造の共振周波数がＲＦＩＤシステム
の所望の動作周波数によく合致するように選択される。
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【数１】

ここに、
Ｃ＝静電容量（単位：ファラッド）
Ｌ＝インダクタンス（単位：ヘンリー）である。
コンデンサはまた、３Ｍ社が譲受人である米国特許第４，５９８，２７６号（Ｔａｉｔ他
）および第４，５７８，６５４号（Ｔａｉｔ他）に記述されるように、分散型コンデンサ
であってもよい。分散静電容量はタグのサイズ、特に厚さを減らして手作業での組み立て
を最小限にするために望ましい。
【００２２】
　動作過程において、図４に示すように無線周波数応答タグ１１０は、通常タグを監視す
る位置の近くに設置されているＥＡＳセキュリティシステム１００により呼掛けられる。
呼掛け領域は、間隔を空けた複数の検知パネルを、タグが付けられた物品が置かれている
部屋の出口を跨いで、監視対象品目を運ぶコンベヤ等の近くで向き合うように設置するこ
とにより設定される。手持ち式の検知装置を用いてもよい。（通常駆動発振器と増幅器を
含む）呼掛け源１０２は（界磁コイルとも呼ばれる）アンテナ１０４に接続されて、呼掛
け領域内で交流無線周波数場あるいは呼掛け信号を発信する。システム１００はまた、信
号を受信するアンテナ（アンテナ１０４として示され、受信コイルとも呼ばれる）および
呼掛け領域内でタグが生成した信号を処理するための検知装置１０６を含む。
【００２３】
　呼掛け源１０２は呼掛け信号２００を発信する。信号は、他の用途との干渉を起こさず
、また適用される国の規制に従うべく特定の公知の周波数帯域内で選択されてよい。無線
周波数応答素子が呼掛け信号を受信すると、自身の応答コード信号２０２を伝送し、それ
は次いでアンテナ１０４により受信されて検知装置１０６へ伝送される。検知装置は応答
を解読して、（通常コンピュータやその他のメモリ装置１０８に保存された情報に基づく
）タグを識別し、検知されたコード信号に基づいてアクションを起こす。例えば図示した
単一のアンテナ１０４の代わりに呼掛け源１０２と検知装置１０６に別々のアンテナを用
いる等、図示したシステムのさまざまな改良が当業者に公知である。
【００２４】
　最近のＲＦＩＤタグはまた、非常に多くのユーザアクセス可能なメモリを提供する。こ
れらは読み出し専用メモリまたは追記型メモリである場合もあるが、ユーザが離れた場所
から内容を書き直して繰り返しメモリを更新できる方がより好適である。提供されるメモ
リの量はさまざまであり、ＲＦＩＤタグの集積回路部のサイズとコストに影響する。通常
、１２８ビットから５１２ビットの間が安価に提供できるメモリ量の総計である。例えば
テキサス州ダラスのＴｅｘａｓ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ社から「Ｔａｇ－ｉｔ」の商品
名で販売されているＲＦＩＤタグは、一意なタグシリアル番号、バージョンおよび製造情
報等の項目用に予約された１２８ビットのメモリに加えて２５６ビットのユーザプログラ
マブルメモリを提供する。同様に、オランダのエイントホーフェンにあるＰｈｉｌｉｐｓ
　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒｓ社から「Ｉ－コード」の商品名で販売されているＲＦＩ
Ｄタグは上述の種類の情報用に予約された１２８ビットとともに３８４ビットのユーザメ
モリを提供する。
【００２５】
　このユーザアクセス可能なメモリは、例えば図書館環境に配置された品目識別システム
の性能を向上させるために利用できる。現在、図書館では光学式バーコードを走査するこ
とにより品目を識別している。このバーコードに含まれる一意の識別子は、図書館オート
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メーションのベンダーから提供されるソフトウェア（ＬＡＶソフトウェア）を含む貸し出
しデータベースにアクセスするために利用され、そのデータベースには品目に関するより
多くの情報が永久に保存される。このシステムは高度に発達しており、多くの用途で非常
にうまく機能するものの、２つの短所がある。第一に、情報にアクセスするには貸し出し
データベースへの接続を確立しなければならない。これは、データベースへ接続しにくい
場所に品目がある場合、情報の入手を困難にする。第二に、特に利用が集中する期間にお
ける貸し出しデータベースからの情報検索は、時として我慢できないほど長い時間を要す
る。従って情報に含まれる特定の重要項目をＲＦＩＤタグに保存することにより、これら
両方の制約を克服できる。
【００２６】
　情報をＲＦＩＤタグ自体に入れることにより、図書館識別システムの性能を改善するこ
とができる一例として、図書館識別番号が挙げられるであろう。すなわちデータベースに
アクセスすることなく、ＲＦＩＤラベルを走査するだけで品目の「本籍」図書館を手早く
便利に確認することができる。ＲＦＩＤタグ自体に情報を入れることが好適な別の例とし
て、品目が本、ビデオテープ、オーディオテープ、ＣＤやその他どの品目であるかを明示
するコードがある。このコードは例えば、本発明の譲受人から販売されている３Ｍ標準交
換プロトコルで指定された媒体タイプコードで構成されていてよい。媒体のタイプが即座
にわかることにより、図書館の資料管理システムは、遠くにある貸し出しデータベースを
調べる手間および時間をかけることなく、品目が適切に処理されていることを保証できる
。ＲＦＩＤラベルに組み込むのに適した情報の他の例は当業者には明らかであろう。
【００２７】
　ＲＦＩＤシステムがバーコードベースのシステムよりも優れている別の分野として、多
品目の識別がある。精巧なソフトウェアアルゴリズムを用いることにより、ＲＦＩＤリー
ダとマーカは協動して、操作者の介在なしにリーダの呼掛け領域内にあるすべての品目が
うまく識別されることを保証する。この能力により、バーコードベースの識別システムで
実装するのが困難または不可能であった在庫管理、品目追跡および分類の分野における多
くの有用な用途の開発が可能になる。
【００２８】
Ｃ．複合タグ
　図３および図５～８を通じて示すように、複合タグ２０は磁気応答素子とＲＦ応答素子
を組み合わせて、両方の利点を引き出す。このように、２種の素子を対象品目に同時に適
用することによりコストが削減できる。複合タグに除去可能なライナーに覆われた感圧接
着剤を塗布することにより、ライナーが除去された際に複合タグを物品の表面に接着させ
ることができる。別の実施の形態において、タグは無線周波数応答素子用のアンテナとし
て磁気応答素子を用いる。磁気応答素子がアンテナとして用いられる場合、無線周波数応
答素子に電気的に接続されており、無線周波数応答素子に物理的に接続していても、いな
くてもよい。
【００２９】
　本発明に従って作られた複合タグは２通りの方法で呼掛けできる。第一に、ＲＦＩＤ呼
掛け源は無線周波数信号を利用して、集積回路にコードを要求してそれを受信する。この
情報は例えば、タグが付けられて物品を識別し、またその物品が適切に処理されたか否か
を示す。第二に、呼掛け磁界がタグを呼掛けてマーカアセンプリの磁性部がアクティブで
あるか否かを判定する。マーカアセンブリがアクティブであれば、呼掛け源は、マークが
付いた物品が適切に処理されなかったとの通知等の応答を生成する。磁気による呼掛けは
無線周波数による呼掛けに比べて遮蔽に対して耐性が大きいため、複合タグの磁性部はセ
キュリティを向上させよう。このように、磁気およびＲＦＩＤタグ両方の特徴が単一の複
合タグ内で組み合わされる。
【００３０】
　好適な実施の形態において、複合タグは無線周波数応答素子の回路内でアンテナとして
も機能する磁気応答素子を含む。両方の機能を発揮するために、アンテナ材料は低い保磁
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力と非常に高い透磁性を（効率的なセキュリティ素子として機能するために）、また中位
乃至高位の導電性を（効率的なアンテナとして機能するために）備えている必要がある。
さらに、アンテナの形状は両方の機能に適合したものでなければならない。この実施の形
態においてアンテナは、例えばパーマロイ、すなわちニッケルと鉄の合金から作ることが
できる。
【００３１】
　一実施の形態において、３Ｍ社の「Ｔａｔｔｌｅ－Ｔａｐｅ（登録商標）」ブランドの
セキュリティストリップやその他の同種の磁気素子を、２．４５ＧＨｚまたは同等の高周
波数で動作する線形ダイポールアンテナとして用いてよい。このストリップの長さ、幅お
よび厚さは、用いられたＲＦＩＤチップの特定の動作周波数やその他の特徴と合致するよ
う選ばれている。通常、本ストリップは（ペンシルベニア州リーディングのＣａｒｐｅｎ
ｔｅｒ　Ｓｐｅｃｉａｌｉｔｙ　Ａｌｌｏｙｓ社から「ＨｙＭｕ８０」の商品名で販売さ
れているものを含む多種類の）パーマロイ、あるいはニューヨーク州モリスタウンのＡｌ
ｌｉｅｄ　Ｓｉｇｎａｌ社から２７０５Ｍの商品名で販売されているアモルフォス合金か
ら作られ、その長さは６．３５～１６．５センチメートル（２．５～６．５インチ）の間
である。集積回路の端子はセキュリティストリップの終端に物理的に接続されている。イ
ンピーダンスと電力ゲインの電気的測定の結果、このような磁気ストリップはこの種のチ
ップに通常用いられる銅やアルミニウム製のダイポールアンテナと同等の基本電気特性を
与えることが明らかにされ、したがって両方の機能をうまく発揮するものと期待される。
【００３２】
　磁気応答素子が無線周波数応答素子用のアンテナの少なくとも一部として用いられる場
合、両者は互いに電気的に接続されている。（図５に示すように）多数の素子間の物理的
接続により、あるいは物理的接続が無い場合は（図６、７、８に示すように）非接触電磁
結合により電気結合が生じる場合がある。非接触結合は寄生結合、静電結合、あるいは誘
導結合を含み、そのようなアンテナコンポーネントを寄生アンテナ素子、反射および導波
アンテナ、八木／宇多アンテナ、あるいは他の適当なアンテナ構成に利用することができ
る。
【００３３】
　図３に示す複合タグは磁性材料で作られたコイル巻きを含む。本タグは例えば、タグの
磁気的機能を改善するためにコーナーに磁束コレクタが備えられた１４ｃのようなアンテ
ナ構造を有する１３．５６ＭＨｚのタグであってよい。他の種類の磁束コレクタを備えて
いてもよい。
【００３４】
　図５に示す複合タグ２０は、磁気応答材料で作られたアンテナ２２と集積回路１２の間
の物理的な接続を含む。１個以上のキーパー素子または上述の種類のものもまた磁気応答
材料に適用でき、それにより選択的に起動または停止されて二状態タグを実現することが
できる。しかし図６に示すアンテナ２２ａは、集積回路１２またはダイポールアンテナ２
３に物理的に接続していないにもかかわらず、寄生ダイポール結合によりダイポールアン
テナに電気結合して複合タグ２０ａを実現する。ダイポールアンテナ２３は、磁気応答材
料あるいは非磁気応答材料のどちらで構成されていてもよい。
【００３５】
　図７および８に示す実施の形態において、１個以上のアンテナ２２が備えられていてア
ンテナ２３ｂおよび２３ｃにそれぞれ電気結合する。図７に示す複合タグ２０ｂにおいて
、集積回路１２はアンテナ２２ｂに寄生的に結合するダイポールアンテナ２３ｂを含む。
アンテナ２２ｂは磁気応答材料で作られており、アンテナ（群）２３ｂも磁気応答材料で
作られていてよい。図８に示す複合タグ２０ｃにおいて、図２に示す種類の無線周波数応
答素子はアンテナ２２ｃに寄生的に電気結合している。アンテナ２２ｃは磁気応答材料で
作られており、アンテナ（群）２３ｃも磁気応答材料で作られていてよい。これら実施の
形態のその他の改良型も容易に設計できる。
【００３６】
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　複合タグの全体の厚さは、タグが物品の上または内部に目立たないように置けるように
、できる限り薄い方がよい。例えば、タグは本のページの間に接着剤で貼り付けることが
でき、本の裏側を見て容易に発見されるのを妨ぐためにタグを十分薄くすべきである。従
来のＩＣは厚さが約０．５ミリメートル（０．０２インチ）であり、タグの全体の厚さは
０．６３５ミリメートル（０．０２５インチ）未満であるのが好適である。
【００３７】
　本発明の複合タグは、個々のタグを物品へ自動的かつ連続的に貼付できるようにロール
形状で提供することができる。この一般的なシステムは、例えばＰＣＴ公開番号ＷＯ９７
／３６２７０号（Ｄｅｖａｌｅ他）に述べられている。個々の複合タグは、その１つ以上
の表面が（感圧接着剤等の）接着剤で覆われていて、ロールから取り除かれて本の２ペー
ジの間の綴じ込み部分の近くに貼付することができる。複合タグの挿入を容易にするため
にページスプレッダが備えられていてもよく、またシステムの各種のコンポーネントの位
置を検知するセンサ等その他のオプションも提供されてもよい。
【００３８】
　複合タグは、特に図書館の資料処理での利用を想定されているが、これに限られるもの
ではない。この種のＲＦＩＤタグを有する図書館の資料は、人間の介在なしに、持ち出し
／返却の確認をより容易に行なうことができよう。すなわち、特定の利用者（自分の図書
館カードに貼付されたＲＦＩＤタグを本人が持っている）が適当な検知領域を通過する際
に、資料はその利用者に貸し出されたと自動的に確認され、利用者が資料を持って図書館
に再入館した際に返却されたと確認される。本発明のタグはまた、図書館管理者が即座に
かつ連続的に資料を追跡できるようにすることにより、在庫管理と分析を支援することが
できる。無論、本発明のこれらおよびその他の特徴は、店舗、倉庫等における物品の取り
扱いのような他の用途にも適用することができる。
【００３９】
　別の実施の形態において、複合タグは二状態マーカ情報を提供することができ、その情
報は（タグの磁気特性が起動中か停止中かを示す）磁気応答、および（適切なソフトウェ
アの利用を介して、品目が適切に処理されていたことをデータベースまたはＲＦＩＤチッ
プ自体のメモリが示す）無線周波数応答の両方を介して提供される。
【００４０】
　以下の例はセクションＩＩで述べる本発明の実施の形態で用いられるタグについてより
詳しい情報を提供する。
【００４１】
実施例１
　本発明に従って複合タグが作られた。ペンシルベニア州リーディングのＣａｒｐｅｎｔ
ｅｒ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ社から「ＨｙＭｕ８０」の商品名で販売されている合金で作
られたパーマロイストリップを、カリフォルニア州サンディエゴのＳｉｎｇｌｅ　Ｃｈｉ
ｐ　Ｓｙｓｔｅｍｓ（ＳＣＳ）社が生産した試験設備に貼付した。ストリップの寸法は、
幅が約１．６ミリメートル（０．６２５インチ）、厚さが０．０２５４ミリメートル（０
．００１インチ）、長さが１０．１６センチメートル（４インチ）である。試験設備はＬ
ＥＤダイオードに接続した標準ＳＣＳ２．４５ＧＨｚのアンテナで構成されている。本装
置は、典型的なＳＣＳＲＦＩＤタグに給電するのに十分な強さを有する２．４５ＧＨｚの
場に露出されるとＬＥＤが発光して、装置の受電部が正常動作中であることが即座に視認
できるように設計されている。標準ＳＣＳアンテナをパーマロイアンテナのプロトタイプ
で置き換えたところ、ＬＥＤはほぼ同じ場の強さで発光し、プロトタイプが正常に動作す
ることが確認された。
【００４２】
実施例２
　図３に、１３．５６ＭＨｚのＲＦＩＤ設計で有用であると思われるアンテナの別の実施
の形態を示す。この周波数において、コイルタイプのアンテナ形状パターンが好適である
。コイルを構成するらせん状の巻きは、（物理的または化学的）エッチング、ダイカッテ
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ィング、あるいはマスクを通した析出にのいずれかにより、パーマロイ等の磁性合金から
形成される。コイルのまっすぐな「腕」部はまた、この設計で磁気応答素子としても機能
する。しかし、これらの金属素子の長さはこの形状により縮められているため、装置の磁
気セキュリティ部の有効性が制限される。図３に示す実施の形態において、コーナーに配
置された磁束収集素子は、この制約を克服するためにアンテナコイルに加えられた。図３
に示す構成は、アンテナの動作周波数を所定の呼掛け周波数に調整するために、上述のよ
うにコンデンサを含むのが好適である。
【００４３】
　本例で述べたアンテナの特徴は、無線周波数集積回路用の公知のアンテナの特徴と比較
された結果、それらの特徴が似通っていたため、本例のアンテナはこのような用途におい
て十分に機能するものと思われる。
【００４４】
　以下に述べる本発明の実施の形態は、それぞれ上で述べたＲＦＩＤ素子のみを有するタ
グ、または複合タグのいずれかを用いてよい。
【００４５】
ＩＩ．本発明の実施の形態
Ａ．磁気的機能を有するＲＦＩＤ装置
　ＲＦＩＤタグは図書館利用者により故意あるいは偶然に遮蔽される恐れがあるため、タ
グを付けられた図書館の資料にＲＦＩＤおよび磁気セキュリティ素子の両方を、なるべく
同一タグ上に設置することが多くの場合重要である。磁気セキュリティ素子が二状態方式
である場合、すなわち選択的に起動／停止できる場合、素子に磁界を印加することにより
状態が典型的に変えられる。このような磁化動作は本や雑誌等の図書館の資料に対して何
ら影響しないが、磁気的に記録された媒体に対しては有害な影響を及ぼす恐れがある。磁
気的機能を有する本発明のＲＦＩＤ装置はこのような問題を解決するものであり、図書館
職員が一切介在しない点が好適である。
【００４６】
　図９に示すように、利用者カード、本、その他の資料のような品目に付けられたＲＦＩ
Ｄタグからの情報を読むためのＲＦＩＤ装置が備えられている。好適には、ＲＦＩＤタグ
から読み込まれた情報は、媒体の種類（例えば、磁気、印刷、または光）の表示を含み、
それは以後の品目の処理が適切に行なわれることを保証するために用いられる。ＲＦＩＤ
装置にはまた、品目タグのセキュリティ素子部の起動および停止を可能にすべく設計され
たコイル等の装置が備えられている。ＲＦＩＤ装置がＲＦＩＤタグを読んだ後、装置は図
書館オートメーションのベンダーすなわちＬＡＶから提供されたソフトウェアを有するコ
ンピュータに品目識別情報を伝送する。現在約５０種類あるＬＡＶソフトウェアシステム
の中に、ユタ州プロボのＡｍｅｒｉｔｅｃｈ　Ｌｉｂｒａｒｙ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ社から
販売されている「Ｄｙｎｉｘ」、コロラド州デンバーのＣａｒｌ社から販売されている「
ＣａｒｌＩＬＳ」、およびとミズーリ州セントルイスのＤＲＡ社から販売されている「Ｄ
ＲＡ」がある。
【００４７】
　ＲＦＩＤタグから得られた情報をＬＡＶシステムへ伝送する多くの方法がある。ある方
法は、３Ｍ標準交換プロトコル（ＳＩＰ）で実装されたコマンドを利用する。別の方法は
、「ウェッジ」として知られている電子装置を用いて、あたかも従来のバーコードスキャ
ナから発信されたかのように情報を伝送する。これらおよびその他の技術は当業者に公知
である。このようにして、従来は光学式バーコードスキャナにより実行されていた機能を
ＲＦＩＤ装置のＲＦＩＤコンポーネントが実行する。光学式バーコードスキャナは本装置
で依然として使われても、あるいは使われなくてもよい。従って、図書館ではＲＦＩＤ技
術が提供する付加的な機能と特徴を享受しつつ、既存のＬＡＶソフトウェアシステムイン
タフェースおよび端末を使い続けることができる。ＲＦＩＤ装置は、既存のＬＡＶソフト
ウェアシステムディスプレイで協動して操作者にフィードバックを返すならば、ディスプ
レイを含んでいる必要はない。オプションとして、一体化パッケージとしてＲＦＩＤ装置



(12) JP 5735608 B2 2015.6.17

10

20

30

40

50

内にディスプレイやその他のフィードバック機構が含まれていてもよい。
【００４８】
　ＲＦおよび光学式バーコード読み取り機能の両方を備えた装置において、本装置はＲＦ
タグ、バーコードラベル、あるいはその両方が付けられた図書館の資料を扱えるはずであ
る。動作の過程において、本装置はＲＦＩＤタグ、バーコード、あるいはその両方を走査
し、これらのタグの１つまたは両方から品目識別コードおよび好適にはメディア種類を検
索し、ＬＡＶソフトウェアシステムにこの情報を渡すことにより、品目の返却確認（チェ
ックイン）処理を行なう。本装置がＲＦＩＤシステムと光学式バーコード走査システムの
両方を含む場合、本装置はまたバーコード化されただけの媒体用のＲＦＩＤタグを生成す
るのにも利用できる。最初に、バーコードが走査され、続いて識別子（または、システム
設計に依存するが、媒体の種類やその媒体についてＬＡＶソフトウェアシステムから返さ
れたその他の選択された情報等、他のデータとともにその識別子に付随するＩＤコード）
がＲＦＩＤタグに書き込まれる（記録される）。ＲＦＩＤタグはそれから品目に貼付する
ことができる。
【００４９】
　本発明のＲＦＩＤ装置はまた、好適には図書館の資料に貼付された磁気セキュリティ素
子の「知的な」再感磁化（resensitizing）および非感磁化（desensitizing）を行なう。
本装置がＲＦＩＤタグを読んで、ＬＡＶソフトウェアへ識別情報を伝送する場合、ＬＡＶ
ソフトウェアはＲＦＩＤタグが関連付けられた図書館資料の種類の表示を返すようにプロ
グラムすることができる。ＬＡＶソフトウェアが、タグを付けられた資料に何らかの特別
な磁化動作が必要である（典型的には磁気記録された媒体）旨を示す応答を返したならば
、本装置はその動作を実行するシステムだけを起動させることができる。例えば、ＬＡＶ
ソフトウェアが、普通の本にＲＦＩＤタグが貼付されていて、その本を求める利用者に貸
し出してもよいことを示すならば、１個の磁化システムが起動されて、その本に貼付され
た磁気素子を無効にすることができる。しかし、ＬＡＶソフトウェアが、ＲＦＩＤタグが
例えばビデオテープに貼付されていることを示す場合、異なる磁化システムが起動されて
そのビデオテープに貼付された磁気セキュリティ素子を無効にすることができる。こちら
の異なる磁化システムは、例えば、利用されるセキュリティタグの詳細な特徴に応じて、
より弱い磁界あるいはセキュリティ素子のすぐ近くの領域に限定された磁界を用いること
により、磁気媒体自体の損傷を防ぐことができる。装置の詳細な設計に依存するが、本手
順は磁気媒体を損傷しないように自動起動をさせない場合がある。
【００５０】
　好適には、ＲＦＩＤタグ自体のメモリに十分な情報が保存されていて呼掛け源がＬＡＶ
ソフトウェアにその情報を伝送する必要がなく、代わりに直接適切な磁化システムを起動
することができる。この実施の形態により同じ結果を取得するのにより少ないステップで
済むため、システム性能が改善されよう。ＲＦＩＤタグは最小限度、メディア種類をＲＦ
ＩＤ素子のメモリに保存するべきであるが、上術のように追加情報を含んでいてよい。Ｒ
ＦＩＤ装置から分離したデータベースへ送り返さないこの種の処理を、ここでは「リアル
タイム」と呼ぶ。
【００５１】
　上述のＲＦＩＤ装置の利点は、装置に対する品目の向きにさほど依存することなく、品
目を受理して処理することができる点である。従って、光学式バーコードスキャナで図書
館の資料を処理する場合にはバーコードラベルが適切な位置にあってスキャナにより判読
可能でなければならないが、ＲＦＩＤタグあるいは複合タグが貼付されている本は、表紙
が表裏いずれの向きでも、またラベルをスキャナにきちんと合わせる必要なしに置くこと
ができる。従来の光学式およびバーコードシステムに対するこのＲＦＩＤシステムの利点
により利用者と図書館スタッフの時間がかなり節約できる。「読み取り範囲」は異機種の
スキャナ、タグまたその他のコンポーネントごとに異なっていてもよいが、読み取り範囲
は約１５センチメートル（６インチ）が好ましいと考えられる。ただし、ＲＦＩＤ走査の
信頼性を上げるには、さまざまな品目について、ＲＦＩＤタグを品目の縁から相対的に同
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じ固定位置に置くことが望ましいであろう。例えば、図書館の本に貼付されるＲＦＩＤタ
グはすべて本の下端から２インチ上に配置されてもよい。
【００５２】
　本発明のＲＦＩＤ装置の利点は多くしかも重要であり、図書館資料の識別、再感磁化、
非感磁化を単一機構だけで行なえ、操作者が異なる磁化操作の訓練や実行をする必要をな
くし、バーコードのみのシステムにあった向きの制約を減らすことで処理速度を向上させ
、また繰り返し動作により操作者がストレスを感じる恐れを減少させることを含む。別の
利点として、走査ＲＦＩＤタグを操作する方がバーコードを読むのよりも速い。特にコー
ドが品目のカバーやケースの内部にある場合、ユーザがバーコードを見つけて位置をそろ
える必要がないために効果が大きい。最後に、ＲＦＩＤリーダは高性能バーコードスキャ
ナよりも費用が少なくて済むと期待されるため、本システムはまた低コストでもある。こ
れらおよびその他の利益と利点は当業者には明白であろう。
【００５３】
Ｂ．多品目へのＲＦＩＤ装置の利用
　図１０に示すように、ＲＦＩＤ装置の別の利点は、一度に多数の品目が処理できる点で
ある。光学式バーコードスキャナのみを備えた従来の装置ではバーコードスキャナに提示
された品目を一度に一個ずつしか処理できないのに対し、ＲＦＩＤ素子を備えた品目のグ
ループを実質的に同時に処理することができる。これは、多数のＲＦＩＤ呼掛け源（リー
ダ）を装置上または内部に搭載するか、あるいは多品目の識別アルゴリズムを備えた単一
の高速ＲＦＩＤリーダを備えることにより、実現される。この機能により図書館スタッフ
が多数の品目を処理するのに必要な時間が大幅に削減される。
【００５４】
　１個以上の資料のグループの処理に際して本装置が不適当な磁化動作を行なうのを避け
るために、本装置がユーザに対し、ある種の資料（例えば本や雑誌）をまとめて一緒に提
示し、その後で別の種類の資料（例えばビデオやオーディオテープ）をまとめて提示する
よう促すメッセージを送るように構成することができる。図１２に示すように、ＲＦＩＤ
リーダは個々のＲＦＩＤ素子より得られた情報からユーザが適切に資料の仕分けを行なっ
たか否かを判定し、ユーザがそのようにしていなければ、ユーザに催促することができる
。別の実施の形態において、本装置はある種類の媒体（例えば本や雑誌）を処理するため
の領域と、別の種類の媒体（例えばビデオやオーディオテープ）を処理するための離れた
領域を含む。それにより適切な磁化動作がそれぞれの資料について確実に行われる。
【００５５】
　本装置はまた、本装置で処理するためにＲＦＩＤタグが貼付された品目が何個提示され
ているかを示すディスプレイを含んでいてよい。すなわち、ＲＦＩＤリーダは、本装置に
提示された各品目からの情報を得て、例えば５個の品目があることを示すようにディスプ
レイを更新するであろう。光学式またはその他の検知装置はまた、ＲＦＩＤタグが付いて
いない品目が偶然または故意に他の資料の束に入っていた場合に利用者や図書館スタッフ
に警告するように、同じ個数の品目が本当に存在していたことを確かめるためにも利用で
きる。この種の光学式検知装置には、本発明の譲受人が出願した１９９８年４月１０日出
願の「単一プラットホーム上における多品目の光学式検知の装置と方法」と題された米国
特許出願第０９／０５８，５８５号（Ｂｅｌｋａ他）に記述されたものが含まれ、その内
容は本明細書で引用されている。他の検知装置として、重量（検知された品目の重量をＲ
ＦＩＤリーダがＲＦＩＤタグあるいはＬＡＶソフトウェアから決定し、それを実際に提出
された資料の重量と比較する）、あるいは検知された磁気素子の個数（本明細書でその内
容を引用した米国特許第５，２６０，６９０号（Ｍａｎｎ他）に述べる）に基づくものを
含んでいてよい。ＲＦＩＤリーダにより検知された品目の個数と光学式その他の検知装置
により検知された個数を比較することにより、ＲＦＩＤタグが付けられていない品目が関
連付けられた磁気セキュリティ素子は、その品目が特定の利用者に貸し出されない限り無
効にされないことが保証できる。本装置は、所定の個数の品目が提示された（例えば５個
の品目）後でも、または操作者が装置に品目を処理するよう指示した後でも、あるいは一
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切操作者の介在なしに自動的に品目を処理してもよい。適当な表示により動作状態につい
て操作者に助言を与えることができる。
【００５６】
　図１１に示すように、本発明による装置の別の実施の形態は、内部に多数の品目を含む
パッケージやケースの内容を検証する機能である。例えば、一組のオーディオテープが１
個のケース内に一緒に包装されているとする。これらのテープだけ、またこれらのテープ
すべてが一緒に処理されていることを保証するために、ＲＦＩＤリーダはケースを識別し
、ケース内のテープのそれぞれを識別し、さらに資料を利用者へ貸し出すことを許可する
前に、識別子を突き合わせることができる。ケース上のＲＦＩＤタグがケースの中身に関
する情報を含んでいても、あるいはその情報がＬＡＶソフトウェアに保存されていて、Ｒ
ＦＩＤタグから得られた識別情報を介してアクセスされてもよい。
【００５７】
　多数の資料を処理する能力を備えた装置はさらに、図書館への資料の返却／貸し出しの
速度をさらに向上させる。本装置は１個の信号だけをＬＡＶソフトウェアシステムに送信
して多数の品目を処理し、そのソフトウェアからの応答で１個の信号だけを受信するよう
に適合させることができる。
【００５８】
Ｃ．持ち運び可能なＲＦＩＤ装置
　多くの用途において、持ち運び可能な、好適には手持ち型のＲＦＩＤ装置を提供するこ
とが望ましい。手持ち型ＲＦＩＤ装置は棚、大箱、積み重ねた山、および図書館カートの
中を探すことができる。十分に品目の近くに置ける場所なら基本的にどこでも探すことが
できる。本装置の範囲内にある多数の品目を識別することができる。これらおよび他の特
徴により、本発明の持ち運び可能ＲＦＩＤ装置は貴重な図書館ツールになる。簡潔のため
、持ち運び可能な装置を第一にそのコンポーネントと動作に基づき、第二にそのような装
置を用いる各種の便利な機能または方法に基づいて説明する。ここで述べる機能や方法は
、持ち運び可能でないＲＦＩＤ装置に同様に適用でき、また持ち運び可能でないＲＦＩＤ
装置に言及して上で述べた機能や方法は持ち運び可能なＲＦＩＤ装置に同様に適用できる
ことに注意されたい。異なる機能と方法は、その機能や方法を実行するためにより頻繁に
用いられるＲＦＩＤ装置の種類を用いて単に分類された。
【００５９】
１．構成要素および動作
　本発明の手持ち型ＲＦＩＤ装置は好適にはＲＦＩＤリーダ／ライタ、メモリ、電源、お
よびここで述べた各種の機能を使用可能にするソフトウェアを含む。ＲＦＩＤリーダ／ラ
イタは、テキサス州ダラスのＴｅｘａｓ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ社が製造するＣｏｍｍ
ａｎｄｅｒ３２０　１３．５６ＭＨｚのＲＦＩＤリーダで構成することができる。好適に
はコンピュータの形状であるメモリが、例えば、カリフォルニア州サンタクララの３Ｃｏ
ｍ社からＰａｌｍ　Ｐｉｌｏｔの商品名で販売されている「パームトップ」あるいはハン
ドヘルド・コンピュータにより提供されてもよい。持ち運び可能なコンピュータはオペレ
ーティング・システム、タッチスクリーンディスプレイ、ユーザインタフェースを開発す
るための何個かのボタン、再充電機構、本装置と他のコンピュータ間でデータ転送を行な
うドッキング機構、周辺機器を（ＲＦＩＤリーダ等の）手持ち型装置に接続するための１
個以上のポート、およびバッテリ電源を含んでいてよい。いくつかのユニットはまた、バ
ーコードスキャナ等の組み込み周辺機器を含んでいてよい。また、光、音声およびディス
プレイを含む各種のフィードバックシステムを含んでいてよい。
【００６０】
　上述のように、手持ち型装置と他の処理機構との間でデータを転送するための多くのオ
プションがある。図１４に示すように、ドッキング機構へのアプローチを用いてデータを
アップロードまたはダウンロードすることができる。この方法により、例えば、特定の品
目を見つけようと探し始める前に、その品目の識別情報をアップロードすることができる
。別の例として、図書館内で使われた品目を集めた後で、データのダウンロードすること
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が挙げられる。リンクの実装は、（図示のとおり）ドッキング機構、無線または有線によ
るダウンロードおよび／またはアップロード、または手持ち型装置と他のプロセッサとの
間の無線または有線によるリアルタイムリンク、あるいはこのようなデータの転送に適し
た他のいかなる方法で実装されてもよい。そのような一例として、ニューヨーク州ホルツ
ビルのＳｙｍｂｏｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ社から販売されているＳｐｅｃｔｒｕｍ
２４無線ＬＡＮシステムがある。Ｓｐｅｃｔｒｕｍ２４のようなシステムによりモバイル
ユーザがモバイル装置とローカルエリア・ネットワークとの間で無線通信することが可能
になる。この動作のために、モバイル装置は通常、Ｓｙｍｂｏｌ社のＬＡ２４００無線Ｌ
ＡＮ　ＰＣカード等の、無線通信を支援する通信コンポーネントを含む。
【００６１】
　本装置のユーザインタフェースは、探索の状態を通知することと、ユーザにデータを入
力させることの両方を意図している。データの入力は、装置を各種の探索モードに切り替
えたり、タスクに固有なデータ（例えば、品目を貸し出したり、あるいは品目を予約する
）を入力することを含んでいてよい。ユーザへのフィードバックは、音声、光およびディ
スプレイの組み合わせを通して提供されるのが好適である。ディスプレイは、装置内に組
み込まれるか、あるいは分離されていてもよい。分離されている場合、さまざまな方式で
設計可能であり、ユーザが容易に見ることができる「ウェアラブル」ディスプレイも含ま
れる。
【００６２】
　特に有用な手持ち型ＲＦＩＤ装置の実施の形態は以下の通りである。図１３に示すよう
に、手持ち型ＲＦＩＤ装置は、ＲＦＩＤリーダ、ユーザインタフェース、電源、アンテナ
、プロセッサ、およびソフトウェアがすべて単一の統合されたユニットとして提供される
。上述のＰａｌｍ　Ｐｉｌｏｔ等の手持ち型コンピュータを用いることにより、ＲＦＩＤ
装置が別のコンピュータ、データベース、ソフトウェアシステム等と協動する必要がある
システムとは対照的に、以下に述べる種類の多くのリアルタイム機能が実現できる。本ソ
フトウェアはまた、ここで述べた種類の機能を支援するために、必要に応じて限定的なあ
るいは完全な機能を提供することができる。手持ち型ＲＦＩＤ装置はまた、好適には一体
型の電源を含むが、より大きな電源につないでユーザのウエストの周囲に巻きつけること
もできる。一体型電源の場合、電源はプロセッサに電力を供給してもしなくてもよく、ま
たドッキング機構に接続されているときに再充電される。手持ち型コンピュータを用いる
場合、図１４に示すように、それ自体の電源を含み、そして、情報をアップロードおよび
／またはダウンロードするためにドッキング機構に接続された際に再充電することができ
る。
【００６３】
　手持ち型ＲＦＩＤ装置は、品目の呼掛け範囲内で作動中であればいつでもＲＦＩＤタグ
が付けられた品目を呼掛けて識別することができる。例えば、装置に付随するトリガによ
り断続的に起動することができるため、ＲＦＩＤ装置が電力を必要とする正味時間が最小
限で済む。読み取り距離は多くの素子の関数であるが、現行技術とシステムが稼働すると
思われる周波数の条件下で１５～４５センチメートル（６～１８インチ）の間にあるもの
と予想される。いくつかの用途において、近距離にある品目に貼付されたＲＦＩＤタグだ
けを呼掛けるように本装置の動作範囲を限定することが望ましい場合がある。他のケース
では、動作する最も遠い範囲が望まれよう。他の用途では、バッテリパックでなるべく長
時間連続動作を可能にするために出力電力（および結果としての読み取り距離）を制限す
ることが好適であるかもしれない。読み取り範囲はまた、アンテナに対するＲＦＩＤタグ
の向きとともに、アンテナの設計により影響を受ける。読み取り範囲、バッテリの重量、
およびバッテリの再充電や交換の間隔が互いに依存し合うことが多い点を認識されたい。
装置の特定の用途に基づいて、各種のトレードオフが想定できる。
【００６４】
　動作過程において、特に手持ち型装置の有用な特徴は、本装置により走査された品目に
関するリアルタイム情報が得られる点である。すなわち、手持ち型装置はＲＦＩＤタグか
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ら情報を得て、直ちにその情報を表示するか、あるいは手持ち型装置内に保存されている
、タグを付けられた品目に関する情報を直ちに表示する。これは、その情報がユーザに表
示するために事前に別のデータベースとドッキングしたり、さもなければ通信しなければ
ならない装置と対照的である。このような特徴が望まれる場合、本発明の手持ち型装置は
また、別のデータベースとドッキングしたり、さもなければ通信することができる。
【００６５】
２．機能、方法、および用途
　本発明の手持ち型ＲＦＩＤ装置は以下のものを含め、多くの機能、方法、および用途に
利用することができる。
【００６６】
　本発明による手持ち型ＲＦＩＤ装置は品目の探索に特に有用である。例えば、本装置は
操作者が見つたい特定の品目を識別する特定の情報を用いてプログラムすることができる
。それぞれの所望品目の一意な識別子は手持ち型コンピュータ内の予約されたメモリ位置
に保存されるであろう。例えば、棚の上にある品目の識別子がＲＦリーダに読まれた際に
、それぞれは当業者に公知の標準ソフトウェアルーチンを用いて、メモリに保存された品
目のリストと比較されよう。整合が生じたならば、本装置は次いで品目の存在を示す視覚
、聴覚、触覚、その他に訴える１個以上の信号を生成する。この機能の１つの応用に、紛
失したと思われる品目の発見がある。図書館は通常、紛失品目、すなわち図書館にあるは
ずだが、見つからない品目のリストを管理している。手持ち型装置へこれらの紛失品目の
識別子をダウンロードすることにより、操作者は品目を装置に渡して、紛失品目に遭遇し
たときにフィードバックを得ることができる。
【００６７】
　別の例では、数ヶ月間貸し出されていないか、または使われていない品目を探す。再び
、これらの品目を探すために、その識別子を手持ち型装置にダウンロードすることができ
る。あるいは、貸し出し回数をＲＦＩＤタグのメモリ内に直接保守することができる。こ
の場合、手持ち型装置は別のコンピュータシステムからデータをダウンロードする必要が
ない。手持ち型装置は定めれられた基準とＲＦＩＤメモリのデータを単に比較し、選択さ
れたパラメータに基づいて操作者にフィードバックする。
【００６８】
　データを図書館データベースか手持ち型装置へダウンロードしたり、あるいはＲＦＩＤ
タグから直接取得することができる別の例として、返却されていない図書館の品目の探索
がある。返却されていない品目のリストを得て、それから手持ち型装置にダウンロードし
たり、あるいはＲＦＩＤタグが品目の返却状態を示すためにメモリ位置を管理することが
できる。ＲＦＩＤタグメモリが返却状態を示す場合、手持ち型装置は探索を行なうために
外部データベースからのデータを必要としない。直接ＲＦＩＤタグから合致するデータを
取得する自然な用途として、異なる図書館の建物や異なる図書館システムに属する品目の
探索がある。この用途の場合、品目を所有している図書館がＲＦＩＤタグに符号化される
のが好適であり、異なる所有図書館コードを保存しているＲＦＩＤタグが検知されたら、
手持ち型装置は操作者に警告する。上述のＲＦＩＤ装置と同様に、手持ち型ＲＦＩＤ装置
はまた、「テープに関する本」の場合のテープと同様に関連付けられた品目の組の全品目
が一緒に存在するか否か判定するのにも利用できる。
【００６９】
　本発明のＲＦＩＤ装置はまた、棚に置かれた資料の並び順を検証するのにも利用できる
。この方式において、本装置は品目の１個以上の並びに沿って走査する。本装置は各品目
を読んで、操作者に対しどの品目が正しい順序で棚に並んでいないかを示す。入力として
、本装置は走査している区画について図書館が用いる棚配列アルゴリズムにアクセスでき
る。可能なアルゴリズムとして、デューイ１０進分類、国会図書館分類、および著者名字
／タイトル分類等がある。それぞれの図書館で決定された、他の分類方法も可能である。
【００７０】
　棚情報を確定する別の方法は、各品目に場所を割り当てることである。棚の場所は図書



(17) JP 5735608 B2 2015.6.17

10

20

30

40

50

館側の必要に応じて、専用的であっても一般的であってもよい。例えば、一般的な棚の場
所がすべての「成人向けフィクション」を含んでいてよい。より専用的な棚の場所は、「
成人向けフィクション、著者ＡＡ－ＢＢ」のようにしてもよい。好適な実施の形態におい
て、品目用の棚の場所は、その品目用にＲＦＩＤタグメモリに直接符号化される。メモリ
を節約するためにインデックス付与システムを利用することにより、短いコード番号を用
いて棚の場所を示すことができる。例えば、番号１は成人向けフィクションを表わし、番
号２は未成年向けフィクションを表わすなどである。すべての棚の場所を保存するのに必
要なメモリ量は図書館内の場所の数に依存する。別の実施の形態では図書館データベース
から所望の棚の場所を得て、続いてデータの転送の一環としてそれらの場所を手持ち型装
置へダウンロードする。
【００７１】
　上記のいずれかの方法で品目が棚の場所に関連付けられると、操作者は手持ち型装置を
用いて、間違った場所に置かれた品目を見つけることができる。不適切な場所にある品目
を捜すために、２種類の処理方法を用いてどちらの棚の場所が現在処理されているかを判
定することができる。一実施の形態において、いくつかのＲＦＩＤタグを読んで、場所を
推測するためにデータを発見的に処理することにより、正しい棚の場所が得られる。例え
ば、ＲＦＩＤ装置が成人向けフィクション領域に索引付けられた特定個数のタグを読んだ
なら、未成年向けフィクション品目が検知された際にユーザに警告するよう本装置をプロ
グラムすることができる。別の実施の形態では、図書館は探される棚やその他の場所に「
場所タグ」を置く。これらの場所タグは最初に手持ち型装置により読まれ、続いて読まれ
る品目がその場所に属する筈であることが示され、ミスマッチが生じると警告が発せられ
る。
【００７２】
　別の実施の形態において、手持ち型ＲＦＩＤ装置を用いて特定の品目に関するデータを
装置内へ入力することができる。その情報は即座に、かつ直接ＬＡＶソフトウェアに送信
されても、あるいは手持ち型装置がドッキング機構に再接続されてＬＡＶソフトウェアに
情報をダウンロードする際に、後で送信されてもよい。例えば、ユーザが図書館の資料を
その場所から取る際に、物品の新しい状態を手持ち型ＲＦＩＤ装置内へ入力することがで
きる。この情報は最終的にはＬＡＶソフトウェア内へ入力される必要があるため、ＬＡＶ
ソフトウェアシステム端末にアクセス可能になるまで待つことなくこの状態を直接、かつ
即座に表示できることにより、操作者の時間が節約できる。
【００７３】
　さらに別の実施の形態において、品目が得られて、そのＲＦＩＤタグがＲＦＩＤ装置に
より走査されたならば、手持ち型装置を用いては特定の品目に関する追加情報を提供する
ことができる。例えば、図書館で使われた資料を図書館スタッフが集めて、その資料に関
するより詳しい情報（誰に最後に貸し出したか、何回利用されたか等）を得るためにそれ
らの資料を走査したり、あるいは図書館資料の利用の統計的特徴を抽出するデータベース
に情報を提供したり、あるいは両方を行なうことができる。操作者は、品目が利用された
図書館におけるさまざまな場所から集められた状態のまま、品目のＲＦＩＤタグを読むだ
けである。操作者はまた、品目が集められる際に、場所のリストから選択したり、場所コ
ードを入力したり、あるいはその場所に関連付けられていて好適にはその場所にまたは近
くに添えられている「場所ＲＦＩＤタグ」を読むことにより、どこから品目が集められた
かを示すことができる。このようにして図書館スタッフは、図書館のどこでこのような資
料が利用されたかに関する詳細情報を取得することができる。あるいは、図書館で利用さ
れた品目が最初に例えば図書カートに置かれた場合、手持ち型装置はカート内の品目を一
回走査して記録することができる。この段落で述べた機能をここでは「スイーピング（Ｓ
ＷＥＥＰＩＮＧ）」と呼ぶ。
【００７４】
　手持ち型のＲＦＩＤ装置の利点は多く、品目１つ１つの登録番号やタイトルを読むのに
比べてより速く正確に品目を探索でき、関心のある品目を見つけるために所望の品目にす
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ばやく「接近」してより詳しく調べることができ、与えられた基準（紛失、未貸し出し、
特定の貸し出し基準に合致する等）に合致する品目をすばやく識別でき、さらに間違って
配列された品目を見つけて操作者に対し品目の正しい収納場所を教えることができる。こ
れは、走査されているグループに属しない品目をも含む。別の利点として、品目の存在が
確認された際にトランザクションを手持ち型装置内に直接入力できること、著者、タイト
ル、登録番号等、バーコードや品目に付けられたその他のマークを何ら走査することなく
品目が識別できること、また与えられた品目が棚、図書館カート、大箱、テーブル上、あ
るいは積み重ねられた山の中に存在するか否かを判定できることが含まれる。これらと他
の利点は当業者には明白であろう。
【００７５】
　ここに添付する請求項について、言及された品目は図書館の資料（本、定期刊行物、磁
気的または光学的媒体、その他）であっても、あるいは小包、手紙、絵、電子機器、動物
、自動車、自転車、その他あらゆる価値のある品目を含む、互いに関係を持たない完結し
た資料であってもよいことは通常の知識を有する者には理解できよう。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図１０】 【図１１】
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【図１４】
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